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13 人が町政を問う

１８歳 54.24%
１９歳 44.17%
２０歳代 33.56%
３０歳代 43.03%
４０歳代 48.11%
５０歳代 59.11%
６０歳代 68.34%
７０歳代 72.57%
８０歳代 54.85%
９０歳代以上 21.00%
全体の投票率 54.90%

平成２８年７月実施の
参議院議員選挙年代別投票率 啓

発
が
必
要
と
感
じ
た
。

問

審
議
会
委
員
に
若
者
の
登

用
、
青
少
年
モ
ニ
タ
ー
制
度
創

設
、
若
者
議
会
の
開
催
等
で
若

者
の
政
策
過
程
へ
の
参
画
を
促

す
た
め
の
取
組
み
は
。

答

町
長　
若
者
が
町
に
魅
力

を
持
っ
て
い
た
だ
く
環
境
づ
く

り
は
地
方
創
生
に
繋
が
る
。
議

員
提
案
を
積
極
的
に
検
討
す
る
。

子
供
の
貧
困
対
策
急
げ

問

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

に
は
教
育
が
カ
ギ
で
あ
る
。
学

校
の
空
き
教
室
等
を
利
用
し
て
、

放
課
後
に
学
習
の
時
間
と
場
所

を
確
保
す
る
「
地
域
未
来
塾
」

事
業
に
本
町
も
取
組
ん
で
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
本
町
の

進
め
て
い
る
学
習
支
援
が
こ
の

事
業
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
る

か
検
討
す
る
。

問

災
害
時
に
被
災
者
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
遅
滞
な
く
円
滑
に

受
け
ら
れ
る
「
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
」
の
導
入
検
討
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
災
害
時

迅
速
か
つ
円
滑
に
支
援
事
務
を

行
う
に
は
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
関
係
各
課
と
研
究
す
る
。

答

町
長　
こ
れ
ま
で
防
災
減

災
や
避
難
支
援
が
重
点
と
な
っ

て
い
た
が
、
発
災
後
の
事
務
手

続
き
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
。
至
急
対
応
し
た
い
。

福
祉
施
設
の
防
犯
対
策

問

本
町
の
障
が
い
者
施
設
や

介
護
福
祉
施
設
の
防
犯
対
策
は
。

答

福
祉
課
長　
日
中
は
職
員

に
よ
る
出
入
り
口
で
の
来
訪
者

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
夜
間
は
門

扉
等
の
施
錠
で
対
応
し
て
い
る
。

問

防
犯
グ
ッ
ズ
等
の
備
え
及

び
防
犯
訓
練
実
施
は
ど
う
か
。

答

福
祉
課
長　
福
祉
施
設
連

絡
協
議
会
に
防
犯
の
強
化
対
策

を
議
題
と
す
る
よ
う
伝
え
る
。

若
者
の
政
治
参
画
推
進

問

今
夏
の
国
政
選
挙
で
の
若

者
投
票
率
の
分
析
は
。

答

総
務
課
長　
18
歳
、
19
歳

は
高
く
、
20
歳
代
30
歳
代
は
低

か
っ
た
。
若
年
層
へ
の
教
育
・

災害時の安全網を強化！
迅速な事務処理に被災者支援システム導入を内藤美佐子

ないとう  み    さ    こ

公明党

て
い
る
具
体
策
は
あ
る
の
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
三
芳
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
、
企
業

誘
致
・
留
置
の
促
進
、（
仮
称
）

三
芳
バ
ザ
ー
ル
賑
わ
い
公
園
構

想
を
進
め
て
い
く
他
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
良
好
な
住

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
少

子
化
対
策
や
若
い
世
代
の
定
住

意
欲
の
醸
成
を
進
め
て
い
く
。

問

現
在
町
内
に
お
い
て
は
三

芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
に

よ
る
企
業
誘
致
が
有
効
で
は
。

答

総
合
調
整
幹　
県
内
の
企

業
立
地
ニ
ー
ズ
は
大
規
模
な
物

流
施
設
か
ら
小
規
模
な
も
の
ま

で
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
三

芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
実
現
に

よ
っ
て
、
周
辺
の
企
業
立
地
環

境
が
向
上
す
る
た
め
企
業
誘
致

の
大
き
な
推
進
力
と
な
り
、
企

業
立
地
に
よ
る
税
収
増
加
に
も

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
地
域

の
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
を
図
る

べ
き
と
提
唱
し
て
い
る
が
、
町

で
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域
の

強
み
を
生
か
し
町
を
活
性
化
さ

せ
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る

持
続
可
能
な
町
を
維
持
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
為
に
は

三
芳
町
の
地
域
特
性
を
把
握
し

定
住
化
や
産
業
の
活
性
化
を
図

り
、
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に

取
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

問

ど
の
様
に
し
て
稼
ぐ
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
考
え
な
の

か
。答

政
策
推
進
室
長　
行
政
の

み
な
ら
ず
地
域
住
民
、
各
種
団

体
、
民
間
企
業
、
大
学
等
と
の

連
携
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
為
に
地
域
の
優

位
性
や
地
域
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
人
材
育
成
等
を
進
め
地

域
の
団
体
や
住
民
と
の
充
分
な

対
話
と
参
画
を
図
り
つ
つ
、
民

間
と
の
連
携
に
よ
る
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
よ
う

な
体
制
作
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

現
在
予
定
ま
た
は
実
施
し

三芳町の「稼ぐ力」向上に向け努力すべき！
これからの自治体は「運営」から「経営」へ拔 井 尚 男

ぬく    い     ひさ   お

三芳みらい

三芳スマートＩＣフル化計画平面図
（概略） 
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三芳町子育て
ガイドブック

成
年
後
見
制
度
の
普
及
を

問

認
知
症
の
高
齢
者
や
判
断

能
力
が
不
十
分
な
障
が
い
者
が

不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
援
助

す
る
成
年
後
見
人
の
現
状
と
対

策
は
ど
う
か
。

答

福
祉
課
長　
町
長
申
し
立

て
に
よ
る
相
談
体
制
を
行
い
７

件
対
応
し
て
い
る
。
今
後
普
及

啓
発
に
取
組
ん
で
い
く
。

消
防
団
確
保
の
推
進
は

問

自
然
災
害
が
頻
発
し
地
域

防
災
力
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
地
域
防
災
の
要
で
あ

る
消
防
団
の
現
状
と
団
員
数
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
町
内
消

防
団
員
は
86
名
。
そ
の
中
で
女

性
消
防
団
８
名
、
機
能
別
消
防

団
４
名
が
分
団
を
補
っ
て
い
る
。

問

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
切
れ

目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
平
成

29
年
度
に
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
。

問

中
野
区
が
実
施
し
て
い
る

産
後
ケ
ア
事
業
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
・
デ
イ
ケ
ア
・
ケ
ア
支
援

者
派
遣
な
ど
の
取
組
み
は
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
町

と
し
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

産
後
う
つ
の
解
消
や
児
童

虐
待
、
育
児
放
棄
の
予
防
、
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
産
後
ケ
ア

の
推
進
は
ど
う
か
。

答

子
ど
も
支
援
課
長　
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
保
健
師
が
聞
き

取
り
調
査
を
実
施
し
子
育
て
相

談
シ
ス
テ
ム
へ
入
力
す
る
。　

問

在
宅
子
育
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
支
援
事
業
の
保
育
利
用
券

の
提
供
は
ど
う
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

乳
幼
児
の
命
を
守
る
対
策

問

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
接

種
の
対
象
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う

１
歳
児
以
上
３
歳
児
未
満
ま
で

に
時
限
的
救
済
措
置
は
ど
う
か
。

答

町
長　
２
市
１
町
の
医
師

会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

産後ケア体制の支援強化を！
Ｂ型肝炎ワクチン予防接種の助成拡大は！岩 城 桂 子

いわ    き    けい    こ

公明党

ラ
イ
ト
で
作
業
し
て
い
る
。

　
ラ
イ
ト
付
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、

作
業
効
率
や
安
全
面
か
ら
も
効

率
が
高
い
。
経
費
面
も
あ
る
が

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

保
存
樹
木
等
の
総
点
検
で

枯
枝
落
下
防
止
が
必
要
で
は
。

答

環
境
課
長　
こ
れ
ま
で
台

風
で
の
枯
枝
落
下
事
故
は
無
い

が
、
風
に
よ
る
枯
枝
落
下
で
車

両
等
へ
の
損
傷
は
９
件
で
あ
る
。

問

桝
の
目
詰
ま
り
解
消
で
、

冠
水
が
若
干
防
げ
た
の
で
は
。

答

道
路
交
通
課
長　
台
風
の

発
生
に
関
ら
ず
、
日
常
で
も
桝

の
清
掃
は
し
て
い
る
が
、
指
摘

箇
所
は
早
急
に
処
理
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

①
街
路
樹
の
維
持
管
理
②
公
園
、

こ
ど
も
広
場
の
管
理
に
つ
い
て

問

台
風
の
上
陸
が
予
想
さ
れ

る
場
合
の
職
員
体
制
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
第
一
と

し
て
各
課
横
断
的
に
災
害
対
策

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
対
応
し

て
い
る
。
自
治
安
心
課
を
中
心

に
、
６
課
及
び
若
手
職
員
で
、

１
回
に
付
き
25
人
程
で
庁
舎
内

に
待
機
し
て
、
住
民
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
土
嚢
運
搬
や
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

問

今
回
の
台
風
９
号
で
は
、

何
名
程
度
出
動
さ
れ
た
の
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
警
戒
本

部
に
拡
大
し
た
こ
と
で
、
50
名

程
度
が
関
与
し
た
と
思
う
。

問

電
話
が
不
通
で
あ
っ
た
と

の
苦
情
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
庁
舎
内
の
体
制
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
た
の
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
住
民
か

ら
の
通
報
、
土
嚢
等
の
要
請
を

的
確
に
情
報
整
理
し
て
、
出
動

職
員
に
指
示
す
る
べ
き
だ
が
、

電
話
が
飽
和
状
態
に
な
り
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
今
後
総

務
部
門
で
の
課
題
と
し
た
い
。

問

職
員
の
夜
間
作
業
時
に
、

安
全
面
か
ら
ラ
イ
ト
付
き
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
貸
与
し
て
は
ど
う
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
現
在
は

手
持
ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
車
の

台風シーズンに備えて万全な職員体制を！
道路や樹林の総点検で冠水や落下事故の防止細 谷 三 男

ほそ    や    みつ   お

新芳会

台風９号による砂川堀の護岸崩壊
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13 人が町政を問う

委
託
事
業
所
へ
の
財
政
的
・
技

術
的
支
援
や
事
業
所
と
の
連
携
、

相
談
技
術
向
上
の
た
め
の
研
修

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ス
ズ
メ
バ
チ
対
策

問

予
算
削
減
後
の
発
生
数
は
。

答

環
境
課
長　
年
間
約
70
件
。

問

発
生
箇
所
へ
の
対
応
は
。

答

環
境
課
長　
民
間
所
有
地

は
所
有
者
へ
駆
除
依
頼
し
、
事

業
者
を
紹
介
。
公
共
施
設
等
は

公
費
に
て
対
応
し
て
い
る
。

問

所
有
者
未
対
応
の
事
例
は
。

答

環
境
課
長　
実
際
あ
っ
た
。

問

県
内
で
も
駆
除
実
施
や
補

助
を
実
施
す
る
自
治
体
が
あ

る
。
改
め
て
予
算
措
置
す
べ
き

で
は
。

答

環
境
課
長　
近
隣
の
状
況

を
踏
ま
え
財
務
課
と
調
整
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

地
中
の
空
洞
化
対
策
に
つ
い
て

問

特
別
支
援
学
級
生
徒
数
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
三
芳
小

学
校
４
名
、
藤
久
保
小
学
校
７

名
、
三
芳
中
学
校
６
名
在
籍
。

問

各
小
中
学
校
へ
特
別
支
援

学
級
の
設
置
を
検
討
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
支
援
が

必
要
な
児
童
数
を
把
握
し
、
設

置
箇
所
を
検
討
し
て
い
る
。

問

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

導
入
を
当
町
で
も
検
討
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の

児
童
生
徒
が
同
じ
環
境
の
中
で

学
び
合
う
事
は
、
豊
か
な
人
間

性
を
養
う
上
で
大
変
重
要
と
考

え
る
が
、
実
施
す
る
上
で
多
く

の
課
題
が
あ
る
。
先
進
事
例
を

参
考
に
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問

居
住
系
施
設
が
少
な
い
と

の
声
が
あ
る
が
今
後
の
対
応
は
。

答

福
祉
課
長　
「
施
設
か
ら

地
域
へ
」
と
の
国
方
針
を
受
け
、

在
宅
支
援
施
策
に
力
を
注
い
で

い
る
。
国
の
方
針
や
保
護
者
の

声
を
踏
ま
え
、
障
が
い
者
が
地

域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
一
般
相
談
や
就
労
支
援
等
、

個
別
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

問

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業

相
談
員
確
保
へ
今
後
の
対
応
は
。

答

福
祉
課
長　
相
談
支
援
事

業
は
今
後
益
々
重
要
と
な
る
。

誰もが安心して暮らせる三芳町を
障がい者に配慮した施策の充実は小 松 伸 介

  こ    まつ  しん  すけ

公明党

農
法
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議

会
が
発
足
し
た
。
広
域
に
連
携

し
て
認
定
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。問

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

の
活
用
、
三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

フ
ル
化
、
世
界
農
業
遺
産
及
び

日
本
農
業
遺
産
認
定
申
請
に
向

け
て
の
取
組
み
を
町
の
活
性
化

に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

答

観
光
産
業
課
長　
す
べ
て

の
事
業
が
連
動
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
庁
舎
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

各
課
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

問

目
指
す
べ
き
将
来
像
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

観
光
産
業
課
長　
３
２
０

年
続
い
た
農
法
が
進
化
し
な
が

ら
持
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

問

県
道（
ケ
ヤ
キ
並
木
通
り
）

歩
道
の
整
備
の
現
状
は
。

答

道
路
交
通
課
長　
当
町
の

優
先
度
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ

う
県
へ
の
要
望
を
再
度
行
っ
て

い
き
た
い
。

問

近
世
開
拓
史
資
料
館
予
定

地
の
活
用
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
当
町
で

有
効
に
使
用
で
き
る
よ
う
県
と

調
整
し
て
い
る
。

問

世
界
農
業
遺
産
と
日
本
農

業
遺
産
の
認
定
の
メ
リ
ッ
ト
は

答

観
光
産
業
課
長　
国
内
外

で
の
知
名
度
向
上
や
農
業
振
興

観
光
振
興
に
活
用
し
、
相
互
が

連
携
す
る
こ
と
で
新
た
な
地
域

の
農
業
の
け
ん
引
が
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

問

前
回
の
課
題
は
ク
リ
ア
し

た
の
か
。

答

観
光
産
業
課
長　
前
回
は

範
囲
の
整
理
が
不
十
分
で
あ
っ

た
が
、
今
回
は
川
越
市
、
所
沢

市
、
ふ
じ
み
野
市
を
加
え
た
３

市
１
町
で
平
地
林
の
育
成
、
落

ち
葉
堆
肥
を
利
用
し
て
い
る
実

践
農
家
を
対
象
と
し
て
い
る
。

問

他
市
の
理
解
や
協
力
は
得

ら
れ
た
の
か
。

答

観
光
産
業
課
長　
３
市
と

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
が
加
わ
り
、
新

た
に
「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥

世界及び日本農業遺産と地域活性化について
地域の特長を活かしたまちづくりを目指して井 田 和 宏

  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

韓国で行われた
東アジア世界農業遺産学会

年齢区分 2013 2014 2015 計（割合）
　ー39歳 ー ー 1 1（0.5%）
40ー49歳 ー ー 2 10（5.4%）
50ー59歳 2 2 2 27（14.5%）
60ー69歳 9 2 6 43（23.1%）
70ー79歳 6 2 6 55（29.6%）
80歳ー　 7 8 6 50（26.9%）
計 24 14 23 186（100%）

ハチ刺傷による
年齢階層別死亡者数

厚生労働省人口動態調査による
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委
託
事
業
所
へ
の
財
政
的
・
技

術
的
支
援
や
事
業
所
と
の
連
携
、

相
談
技
術
向
上
の
た
め
の
研
修

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ス
ズ
メ
バ
チ
対
策

予
算
削
減
後
の
発
生
数
は
。

環
境
課
長　
年
間
約
70
件
。

発
生
箇
所
へ
の
対
応
は
。

環
境
課
長　
民
間
所
有
地

は
所
有
者
へ
駆
除
依
頼
し
、
事

業
者
を
紹
介
。
公
共
施
設
等
は

公
費
に
て
対
応
し
て
い
る
。

所
有
者
未
対
応
の
事
例
は
。

環
境
課
長　
実
際
あ
っ
た
。

県
内
で
も
駆
除
実
施
や
補

助
を
実
施
す
る
自
治
体
が
あ

る
。
改
め
て
予
算
措
置
す
べ
き

で
は
。環

境
課
長　
近
隣
の
状
況

を
踏
ま
え
財
務
課
と
調
整
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

地
中
の
空
洞
化
対
策
に
つ
い
て

問

三
芳
町
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
は
平
成
20
年
度
に
犯

罪
の
抑
止
効
果
を
高
め
る
た
め

に
「
見
せ
る
防
犯
活
動
」
を
継

続
的
に
実
施
し
、「
犯
罪
者
か
ら

嫌
わ
れ
る
町
」
の
実
現
を
目
指

す
た
め
に
結
成
さ
れ
た
が
、
そ

の
目
的
は
変
わ
ら
な
い
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
当
初
の

目
的
か
ら
変
わ
り
は
な
い
。

問

そ
の
意
義
・
効
果
に
つ
い

て
学
校
・
町
の
評
価
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
子
供
に

対
す
る
犯
罪
被
害
の
未
然
防
止

や
児
童
生
徒
の
非
行
防
止
に
大

変
役
立
っ
て
い
る
。

答

自
治
安
心
課
長　
犯
罪
者

に
は
地
域
の
防
犯
意
識
が
高
い

町
と
の
印
象
を
与
え
ら
れ
、
地

域
に
は
、
自
ら
の
町
を
自
ら
が

守
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
高

め
ら
れ
る
と
思
う
。

問

平
成
28
年
度
の
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
計
画
を
見
る
と
過
去
に

比
べ
て
実
施
予
定
日
が
か
な
り

減
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
今
ま
で

は
負
担
の
大
き
い
行
政
連
絡
区

も
あ
り
、
計
画
通
り
に
は
行
わ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
各
行
政
区

の
負
担
を
で
き
る
だ
け
均
一
に

す
る
た
め
の
実
施
計
画
に
し
た
。

問

児
童
が
犯
罪
に
遭
い
や
す

三芳町青色防犯パトロール隊について
「犯罪者から嫌われる町」は住民ぐるみで

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

問

子
供
た
ち
の
通
う
保
育

所
、
小
中
学
校
又
は
社
会
福
祉

施
設
で
の
防
犯
訓
練
内
容
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答

保
育
所
長　
東
入
間
警
察

署
の
指
導
に
よ
り
、
子
供
達
の

避
難
か
ら
、
職
員
の
行
動
の
仕

方
、
大
声
で
の
助
け
の
求
め
方

を
年
１
回
行
っ
て
い
る
。

答

学
校
教
育
課
長　
各
学
校

で
作
成
し
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
に
、
年
１
～
２
回
実

施
し
て
い
る
。

問

教
職
員
や
施
設
職
員
の
防

犯
研
修
会
の
開
催
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
一
般
教

職
員
を
対
象
に
生
徒
指
導
の
中

で
、
不
審
者
へ
の
防
犯
対
策
に

つ
い
て
実
践
し
て
い
る
。

問
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

設
置
の
推
進
状
況
は
ど
う
か
。

答

生
涯
学
習
課
長　
事
業
所

等
へ
協
力
も
依
頼
し
て
い
る
。

問

町
の
不
審
者
情
報
発
信
件

数
、
過
去
３
年
間
の
件
数
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
警
察
や

信
頼
で
き
る
機
関
か
ら
の
集
計

で
は
、
平
成
26
年
1
件
、
平
成

27
年
3
件
、
平
成
28
年
は
現
在

ま
で
で
1
件
で
あ
る
。

答

学
校
教
育
課
長　
子
供
達

や
保
護
者
か
ら
も
不
審
者
ら
し

き
者
を
見
か
け
た
場
合
、
教
育

委
員
会
で
は
内
容
を
精
査
し
保

護
者
等
へ
発
信
し
て
い
る
。

問

三
芳
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
メ
ー
ル
の
登
録
者
数
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
三
芳
町

外
を
含
む
登
録
総
数
は

１
６
０
４
５
件
。

問

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
き
た

か
。答

自
治
安
心
課
長　
町
で
は

自
治
安
心
課
、
学
校
教
育
課
、

秘
書
広
報
室
を
核
と
し
た
犯
罪

等
緊
急
事
案
情
報
連
絡
体
制
を

定
め
た
。

問

今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
ず
る
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
警
察
や

近
隣
の
学
校
或
い
は
マ
ス
コ
ミ

か
ら
情
報
を
受
け
る
と
、
各
課

で
共
有
し
分
担
し
て
学
校
や
児

童
施
設
等
に
注
意
や
対
策
を
促

し
て
い
る
。

不審者対応について
地域の見守り！「こども 110 番の家」推進細 田 三 恵

ほそ    だ    みつ    え

新芳会

い
下
校
時
や
休
日
に
も
隙
の
な

い
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
た

め
、
ま
た
住
民
の
防
犯
意
識
啓

発
の
た
め
に
も
隊
員
数
の
増
加

が
望
ま
れ
る
。
隊
員
の
募
集
を

行
政
連
絡
区
に
任
せ
き
り
に
す

る
の
で
は
な
く
、
町
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
子
ど
も
会
育
成
会
を
は
じ

め
と
し
た
各
団
体
に
も
参
加
を

呼
び
掛
け
て
み
て
は
ど
う
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
各
団
体

に
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
参

加
層
の
拡
大
は
地
域
の
防
犯
意

識
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

こ
れ
か
ら
の
当
制
度
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
は
。

答

町
長　
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
は
重
要
。
財
政
難
だ

が
、
今
後
は
補
助
金
や
助
成
制

度
で
の
継
続
を
検
討
し
て
い
る
。
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13 人が町政を問う

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
I‌

C
フ
ル

化
・
車
種
拡
大
計
画
を
進
め
て

い
る
が
、
多
額
の
税
金
投
入
を

前
提
と
し
て
い
る
。
賛
否
両
論

あ
る
こ
の
計
画
に
対
し
て
、
住

民
へ
の
周
知
を
図
り
、
判
断
を

求
め
る
た
め
に
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
く
べ
き
で
は
。

答

総
合
調
整
幹　
住
民
に
説

明
を
し
て
き
て
い
る
と
思
う
の

で
開
く
予
定
は
な
い
。

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
I‌

C
フ
ル

化
・
車
種
拡
大
に
つ
い
て
は
、

住
民
に
事
業
内
容
と
財
政
支
出

を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
の
計
画

を
進
め
る
べ
き
か
、
や
め
る
べ

き
か
、
住
民
の
判
断
を
求
め
る

べ
き
事
業
で
は
な
い
か
。

答

町
長　
す
で
に
ご
理
解
い

た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問　

特
別
養
護
老
人
施
設
の
増
設
な

ど
に
つ
い
て

問

「
大
型
車
が
入
っ
て
く
る

と
、
子
供
や
高
齢
者
は
と
て
も

危
険
な
思
い
を
す
る
」「
主
要

道
路
が
渋
滞
す
る
」「
街
に
車

が
流
れ
込
ん
で
く
る
」「
通
過

道
路
に
な
っ
て
し
ま
う
」「
緑

が
減
少
し
て
し
ま
う
」
な
ど
の

意
見
が
、
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

の
報
告
書
に
あ
る
。
し
か
し
、

実
施
計
画
書
な
ど
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
民
か
ら
聴
取
し
た
意

見
は
「
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
除

く
大
型
車
ま
で
の
車
種
拡
大
の

要
望
で
あ
っ
た
」
と
な
っ
て
い

る
。
住
民
の
意
見
と
あ
ま
り
に

か
け
離
れ
て
お
り
、
住
民
の
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答

総
合
調
整
幹　

三
芳
ス

マ
ー
ト
I‌

C
フ
ル
化
等
促
進
会

議
の
意
見
も
住
民
の
意
見
と
捉

え
る
。

問

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速

道
路
保
有
債
務
返
済
機
構
の
費

用
は
10
・
５
億
円
、
東
日
本
高

速
道
路
㈱
の
費
用
は
２・
５
億

円
、
町
の
費
用
は
９
億
円
と
計

画
に
は
あ
る
。
町
の
費
用
は
今

後
９
億
円
を
超
え
る
と
見
込
ま

れ
る
が
、
ど
う
か
。

答

総
合
調
整
幹　
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
得
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

三芳スマート IC の大型車導入は中止すべき
特別養護老人ホーム増設などの介護保険制度吉村美津子

よしむら  み    つ    こ

日本共産党

問

就
学
援
助
制
度
で
、
役
場

窓
口
以
外
に
も
郵
送
な
ど
他
の

申
請
方
法
を
設
け
る
べ
き
で

は
。答

学
校
教
育
課
長　
書
類
不

備
の
説
明
や
家
庭
状
況
の
聴
き

取
り
な
ど
、
窓
口
で
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
。

問

入
学
・
進
学
準
備
に
お
金

が
掛
か
る
の
で
、
入
学
・
進
学

前
に
給
付
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
課
税
等

の
証
明
が
必
要
な
の
で
、
年
度

が
明
け
て
か
ら
の
作
業
に
な

る
。問

子
供
の
貧
困
に
つ
い
て
町

長
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

答

町
長　
重
要
な
政
策
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
貧
困
家
庭

で
あ
っ
て
も
自
分
の
夢
を
実
現

し
、
多
く
の
仲
間
に
希
望
や
夢

を
与
え
ら
れ
る
教
育
環
境
を
つ

く
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

問

平
和
首
長
会
議
会
員
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
組
ん

で
き
た
か
。

答

総
務
課
長　
戦
後
70
年
写

真
パ
ネ
ル
展
を
行
う
な
ど
、
非

核
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
を
反

映
さ
せ
取
組
ん
で
い
る
。

問

戦
争
体
験
者
は
高
齢
化
し

て
い
る
。
ふ
じ
み
野
市
で
は
市

民
の
戦
争
体
験
を
、
児
童
・
生

徒
か
ら
平
和
へ
の
思
い
を
表
し

た
絵
画
や
作
文
な
ど
を
募
り
、

平
和
記
念
誌
を
発
行
し
た
が
、

当
町
で
も
平
成
29
年
の
平
和
非

核
都
市
宣
言
20
周
年
の
取
組
み

と
し
て
制
作
し
て
は
ど
う
か
。

答

町
長　
今
後
の
平
和
日
本

を
つ
く
る
上
で
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

財
政
の
問
題
も
あ
る
が
、
平
成

29
年
度
へ
向
け
て
検
討
し
た

い
。

投
票
区
域
に
つ
い
て

問

投
票
所
が
遠
い
、
目
の
前

に
投
票
所
が
あ
る
の
に
離
れ
た

投
票
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
の
声
が
あ
る
。
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

総
務
課
長　
実
状
を
踏
ま

え
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
検
討

し
た
い
。

子
供
の
貧
困
に
つ
い
て

町として平和をつなぐ取組みを
早急に求められる子供の貧困対策本 名　 洋

ほん     な             ひろし

日本共産党
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問

三
芳
町
で
は
、
高
齢
化
率

が
26
・
77
％
と
高
ま
り
、
認
知

症
の
方
や
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
で

把
握
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
認

知
症
の
方
の
人
数
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
６
３
６

人
。
65
歳
未
満
は
13
人
。

問

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
等

は
認
知
症
の
方
も
日
常
的
に
立

寄
る
所
。
日
に
何
度
も
同
じ
物

の
大
量
買
い
等
が
見
ら
れ
た
場

合
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
す
る
等
地
域
と
連
携
す

れ
ば
早
期
発
見
が
で
き
、
早
め

の
対
応
に
繋
が
る
の
で
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
今
後
、

店
と
の
協
力
は
研
究
課
題
。
見

守
り
の
体
制
作
り
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。

問

現
在
、
公
立
保
育
所
民
営

化
検
討
委
員
会
で
町
立
第
二
保

育
所
の
民
営
化
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
３
回
開
催
さ
れ
た
委

員
会
の
中
で
説
明
に
十
分
な
資

料
は
渡
さ
れ
て
い
る
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
３
回

の
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
資

料
を
提
出
し
て
い
る
。

問

民
営
化
を
考
え
る
上
で
大

き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
財
政

面
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
民

営
化
、
あ
る
い
は
指
定
管
理
化

し
た
場
合
、
町
立
と
ど
の
程
度

の
金
額
が
変
わ
っ
て
来
る
の

か
、
ま
た
、
そ
の
分
の
剰
余
金

が
出
る
な
ら
、
子
供
支
援
に

使
っ
て
い
く
の
か
等
の
資
料
が

必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
委
員

の
意
見
の
中
で
資
料
を
作
成
し

て
い
る
。
委
員
会
の
中
で
意
見

が
出
て
き
た
段
階
で
考
え
る
。

問

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
資
料

は
、
出
て
い
た
が
、
重
要
な
保

育
の
部
分
で
子
供
達
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
出
る
の
か
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
等

の
資
料
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
委
員

会
の
中
で
比
較
検
討
の
話
は
出

て
き
て
い
る
。

認
知
症
の
取
組
み
は

公立保育所の今後は？
認知症対策　町と地域の連携で住み易い町に増 田 磨 美

ます    だ    ます    み

日本共産党

る
。
課
題
を
検
討
し
、
今
後
町

を
挙
げ
て
の
支
援
、
ル
ー
ル
作

り
を
検
討
し
て
い
く
。

問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
文
化

振
興
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答

生
涯
学
習
課
長　
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
芸

術
文
化
活
動
は
、感
動
や
励
み
、

そ
の
成
績
に
関
わ
ら
ず
、
関
係

す
る
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
・
形
成
が
大
き
い
。
ま
た
、

社
会
的
包
摂
の
役
割
も
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
進
め
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

①
名
誉
町
民
の
基
準
②
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
（
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
正
し
く
利

用
で
き
る
能
力
）
情
報
マ
ナ
ー

に
つ
い
て　

問

三
芳
町
在
住
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
出
場
選
手

に
対
し
町
の
支
援
は
。

答

秘
書
広
報
室
長　
当
町
庁

舎
内
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
等
を
計
画
し
て
い
る
。

問

当
町
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

等
、
各
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

で
関
東
大
会
、
全
国
大
会
及
び

国
際
大
会
へ
出
場
さ
れ
る
方
へ

の
助
成
に
つ
い
て
、
近
隣
自
治

体
で
は
、
補
助
交
付
事
業
等
を

設
け
て
い
る
が
、
当
町
で
は
助

成
金
等
の
支
援
は
あ
る
か
。

答

生
涯
学
習
課
長　
近
隣
自

治
体
で
は
、
若
干
の
差
異
は
あ

る
が
基
準
を
設
け
て
い
る
。
当

町
で
は
、
現
在
規
定
が
な
い
た

め
助
成
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

問

小
学
生
児
童
や
障
が
い
を

持
た
れ
た
方
の
各
大
会
へ
出
場

に
際
し
、遠
征
時
の
移
動
で
は
、

補
助
が
必
要
で
あ
る
。
当
町
に

お
い
て
も
、
各
大
会
出
場
者
に

対
し
、
助
成
金
等
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

生
涯
学
習
課
長　
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
意
識
は
今
後
高
ま
る
。
当
町

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
に
お

い
て
も
、
助
成
金
等
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
意
見
を
頂
い
て
い

スポーツ、文化活動のさらなる発展を！
児童・生徒へのネットリテラシー教育向上へ安 澤　 豊

あん   ざわ         ゆたか

三芳みらい



16平成 28 年 11 月１日　三芳町議会だより　No.162

13 人が町政を問う・議会活動日誌

10 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　７日　平成 28年第 6回三芳町議会臨時会
　　　　北海道斜里町議会視察来庁
１１日　議会運営委員会
１２日　議会広報広聴常任委員会
１８日　全員協議会
　　　　入間郡町村議会議長会議員研修会
２０日　埼玉県町村議会議長会議員研修会
２６日　議会運営委員会
２８日　総務常任委員会
３１日　厚生文教常任委員会所管事務調査

8 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日　議会広報広聴常任委員会
　４日　厚生文教常任委員会
　５日　総務常任委員会
　９日　議会運営委員会
１０日　平成 28年第４回三芳町議会臨時会
１６日　全員協議会
１９日　議会運営委員会
２６日　議会広報広聴常任委員会
２６日～９月１５日
　　　　平成 28年第 5回三芳町議会定例会
9 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　２日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
　５日　厚生文教常任委員会
　８日　議会運営委員会
１３日　議会運営委員会
１５日　議会運営委員会
２１日　議会広報広聴常任委員会
２３日　入間東部地区消防組合議会定例会
２７日　議会運営委員会
２９日　総務常任委員会
３０日　入間東部地区衛生組合議会定例会

議 会 活 動 日 誌

北海道斜里町議会の方々と

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

境
セ
ン
タ
ー
地
内
の
ド
ッ
グ
ラ

ン
を
管
理
す
る
「
ふ
じ
み
野
市・

三
芳
町
愛
犬
家
協
会
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
団
体
か
。

答

環
境
課
長　
三
芳
町
に
は

愛
犬
家
協
会
は
存
在
し
な
い
が
、

当
団
体
は
、
今
ま
で
「
ふ
じ
み

野
市
愛
犬
家
協
会
」
だ
っ
た
団

体
が
名
称
変
更
し
た
任
意
団
体
。

問

幹
線
15
号
線
の
現
在
の
状

況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答

道
路
交
通
課
長　
今
後
の

安
全
対
策
だ
が
、
警
察
署
、
関

係
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問

以
前
か
ら
提
案
し
て
い
る

自
転
車
通
行
帯
の
路
面
標
示
設

置
予
定
は
。

答

道
路
交
通
課
長　

今
後

は
、
町
内
に
も
導
入
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

①
通
学
路
の
安
全
の
確
保
・
整

備
②
災
害
時
要
援
護
者
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

問

自
然
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
内
へ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
・
遊
歩
道
・
健
康
器
具
等
設

置
の
今
後
の
予
定
は
。

答

都
市
計
画
課
長　
財
政
的

な
面
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
自

然
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内

の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

引
き
続
き
関
係
各
課
と
協
議
し
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
・
遊
歩
道

の
設
置
工
事
、
公
園
内
の
整
備

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

バ
ス
ケ
ッ
ト
ハ
ー
フ
コ
ー

ト
や
ゴ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー

ル
等
の
設
置
状
況
は
。

答

都
市
計
画
課
長　
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
利
用
者
の
声

を
聞
き
進
め
て
い
き
た
い
。

問

子
ど
も
広
場
へ
の
新
規
遊

具
の
設
置
予
定
は
。

答

都
市
計
画
課
長　
財
政
的

に
遊
具
の
新
規
設
置
は
厳
し
く

既
存
の
遊
具
を
修
繕
し
て
使
用

し
て
い
る
状
況
。

問

町
内
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
の

進
捗
状
況
は
。

答

都
市
計
画
課
長　
新
環
境

セ
ン
タ
ー
地
内
に
開
設
さ
れ
る

ド
ッ
グ
ラ
ン
と
併
せ
て
町
内

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

問

三
芳
町
に
愛
犬
家
協
会
は

存
在
し
な
い
は
ず
だ
が
、
新
環

事件・事故、危険のない町、安全・安心な町
すべての住民が、満足のいくまちづくり

ふじみ野市新環境センター敷
地内に設置されたドッグラン




